
軒
の
つ
ら
ら
も
姿
消
し
、
足

音
し
の
ば
せ
春
が
く
る
。
ほ
ら

ほ
ら
ゆ
っ
く
り
や
っ
て
く
る
。
 

雪
げ
の
川
幅
広
く
な
り
、
岸

べ
に
夢
み
る
ね
こ
柳
、
ふ
っ
く

ら
ふ
っ
く
ら
暖
か
そ
う
。
 

空
に
は
残
月
絵
の
よ
う
に
、
 

朝
の
雲
間
に
ほ
ん
の
り
と
、
浮
 

い
て
お
早
う
言
っ
て
た
よ
。
 

花
咲
く
季
節
も
う
近
い
。
み

ん
な
で
作
ろ
う
花
飾
り
、
に
い

さ
ん
、
ね
え
さ
ん
教
え
て
ね
。
 

幼
稚
園
、
保
育
園
さ
よ
う
な

ら
、
四
月
に
な
れ
ば
小
学
校
。
 

き
ょ
う
は
一
日
入
学

一
年
生
。
 

優
し

い
先
生
名
を
呼
べ
ば
、
 

ハ
ー
イ
、

ハ
ー
イ
元
気
よ

い
返

事
が
ひ
び
く
教
窒
に
。
 

手
拍
子
そ
ろ
え
て
歌
う
た
い

小
鳥
の
よ
う
な
に
ぎ
や
か
さ
。
 

紙

い
っ
ぱ

い
に
絵
も
か

い
た
。
 

横
断
歩
道
は
青
信
号
。
し
っ

か
り
手
を
あ
げ
渡
り
ま
し
ょ
う
。
 

練
習
立
派
に
で
き
ま
し
た
。
 

知
ら
な
い
人
も
多
い
け
ど
、
 

ど
れ
も
に
こ
に
こ
う
れ
し
顔
。
 

す
ぐ
に
仲
よ
く
な
れ
そ
」フ
だ
。
 

後
ろ
の
方
で
見
守
る
母
さ
ん
。
 

初
め
気
が
か
り
、
あ
と
は
安
心

笑
い
顔
。
 

発 行 所 

五所川原市役所 
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小
学
校
で
）
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春の全国交通安全運動 

ロ4 月，日（木）- 4 月15日（土）までの 

10日間 

ロ重点目標 

0歩行者、自転車利用者、とくに子供と老 

人の交通事故防止 

0夜間における交通事故の防止 

〇シートベルト着用の推進 

話
合
う
 
家
族
で
 
事
故
の
な
い
世
界
 

出
か
せ
ぎ
者
へ

税
金
還
付
 

申
告
は

早
め
に
 

西
北
五
地
方
の
出
か
せ
ぎ
者

で
、
五
十
一
年
に
税
金
の
還
付

申
告
を
し
た
方
は
千
二
百
五
十
 

A六
人
（
出
か
せ
ぎ
者
総
数
一
九

〇
〇
〇
人
）
で
、
還
付
税
額
は

三
千
万
余
円
、
 一
人
平
均
二
万
 

、
 

道
路
へ
の
と
び
出
し

事
故
が
ト
ッ
プ
 

子
供
の
特
性
か
ら
、
 

活
発
な
子
供
ほ
ど
道

路
へ
と
び
だ
す
傾
向

が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
元
 

交
通
事
故
の
な
い
明
る
く
住

み
よ
い
郷
土
を
築
く
た
め
の
、
 

五
十
三
年
“
交
通
事
故
防
止
市

民
大
会
〈
が
次
の
日
程
で
開
か

れ
ま
す
。
 

多
数
参
加
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
四
月
六
日
（
木
）
 

午
後
一
時
か
ら
 

気
な
子
ほ
ど
交
通
事
故
が

心
配
 

さ
れ
ま
す
。
 

車
の
直
前

・
直
後
か
ら
、
ま

た
歩
道
や
、
路
地
か
ら
車
道
へ

と
び
出
す
こ
と
の
な
い
よ
う
十

分
指
導
し
て
下
さ
い
。
 

登
校
は
時
間
に
 

余
裕
を
持
た
せ
て
 

ロ
と
こ
ろ
 
市

民
文
化
会
館

ホ
ー
ル
 

大
会
で
は
、
交
通
安
全
功
労

者
・
優
良
団
体
な
ど
四
十
八
の

個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
ほ
か
、
 

交
通
事
故
防
止
の
大
会
宣
言
も

行
い
ま
す
。
 

な
お
、
大
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
 

朝
、
学
校
へ
子
供
を
送
り
出

す
と
き
は
、
時
間
に
余
裕
を
持

た
せ
、
あ
ま
り
小
言
を

い
わ
な

い
で
明
る
い
気
持
で
見
送
り
た

い
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
さ

ん
は
、
雨
天
の
日
な
ど
、
子
供

が
カ
サ
を
さ
し
て
歩
い
て
い
る

の
を
み
か
け
た
ら
、
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
し
安
全
を
確
認
し
な
が

ら
進
ん
で
下
さ
い
。
 

家
の
近
く
、
四
時
 

か
ら
五
時
が
要
注
意
 

子
供
の
交
通
事
故
は
、
家
の

近
く
が
最
も
多
く
、
気
が
ゆ
る

む
土
・
日
曜
日
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
時
間
的
に
は
、
 

幼
稚
園
や
学
校
か
ら
帰
っ
た
あ

と
の
午
後
四
時
か
ら
五
時
の
間
 

ョ
ン
と
し
て
交
通
安
全
津
軽
民

謡
と
金
多
豆
蔵
の
人
形
劇
も
行

い
ま
す
 

、
ソー
ハ
イ
ル
 

記
念
碑
を
建
立
 

募
金
に

協
力
を

山
の
唄
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
シ
ー

ハ
イ
ル
は
、
当
市
出
身

の
林
柾
次
郎
氏
が
五
農
高
ス
キ
 

ー
部
の
応
援
歌
と
し
て
作
ら
れ

た
も
の
で
す
。
 

こ
の
こ
と
を
永
く
伝
え
る
た
 
 

家
庭
で
も
交
通
 

安
全
指
導
を
 

交
通
量
の
多
い
道
路
で
自
転

車
に
乗
っ
た
り
、
車
の
カ
ゲ
で

遊
ん
で

い
る
子
供
を
み
か
け
た

ら
ひ
と
声
を
か
け
て
危
険
を
教

え
て
下
さ
い
。
 

幼
稚
園
や
学
校
で
も
、
交
通

事
故
防
止
に

つ
い
て
は
教
え
て

い
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
時
間
で

す
の
で
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

家
庭
で
も
日
頃
か
ら
基
本
的

な
交
通
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
だ
け

は
指
導
し
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。
 

め
神
山
ス
キ

ー
場
に
シ

ー
ハ
イ

ル
記
念
碑
を
建
て
る
こ
と
に
な

り
建
設
資
金
を
募
金
し
て
お
り

ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願

い
し
ま
す
。
 

ロ
募
金
額
 
二
百
万
円
 

ロ

一
口
 
二
千
円
以
上
 

ロ
募
金
受
付
 

シ
ー
ハ
イ
ル
記
念
碑
建
設
協

議
会
（
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
内
）
 

五
日
で
す
。
 

対
象
者
は
、
妊
産
婦
を
除
く

三
十
五
歳
以
上
の
男
女
で
す
の

で
、
受
診
希
望
者
は
早
め
に
市

健
康
年
金
課
、
ま
た
は
各
支
所

へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

四
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

知
ら
な
い
で
損
を
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
出
か
せ
ぎ
者
は

税
務
署
、
ま
た
は
市

へ
早
め
に

相
談
し
、
申
告
し
て
下
さ
い
。
 

こ
の
申
告
に
は
、
出
か
せ
ぎ

先
で
徴
収
さ
れ
た
税
金
の
源
泉

徴
収
票
が
必
要
で
す
の
で
、
準

備
し
て
下
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
税
務
署
）
 

新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
防
止
を
 

に
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、
学

校
か
ら
帰
っ
た
あ
と
の
遊
び
に

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

胃
腸
病
の
検
診
 

締
切
り
ニ
十
五
日
 

一月
一
日
付
け
市
広
報
で
お

知
ら
せ
し
た
胃
腸
病
検
診
の
申

し
込
み
締
切
り
は
、
三
月
二
十
 

大切な家庭での安全指導 交
通
事
故
防
止
の
市
民
大
会
を
開
く
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独居老人に雪おろし奉仕 

広がる助け合いの輪 

、
 

西
北
五
地
区
自
衛
官
募
集
事

務
連
絡
協
議
会
（
会
長
寺
田
市

長
）
主
催
の
昭
和
五
十
二
年
度

自
衛
隊
新
入
隊
者
の
激
励
会
は
、
 

二
月
二
十
四
日
市
民
体
育
館
に

入
隊
者
、

父
兄
、

西
北
五

市

町
村
長
、
来
賓
な
ど
約
二
百
人

が
出
席
し

て
行
わ

れ
、
入
隊

者
の
門
出
を
祝
し
ま
し
た
。
 

西
北
五
の
昭
和
五
十
二
年
度
 

弘
南
バ
ス
同
志
互
助
会

（
代

表
田
中
清
美
さ
ん
）
は
、
二
月

二
十
三
日
独
り
暮
し
老
人
宅
の

屋
根
の
雪
お
ろ
し
を
奉
仕
し
ま

し
た
。
 

雪
お
ろ
し
を
し
て
も
ら
っ
た

の
は
、
独
り
暮
し
の
市
内
旭
町
、
 

佐
藤
ナ
ミ
さ
ん
宅
で
、
こ
の
日
 

入
隊
者
は
、
五
所
川
原
市
の
十

三
人
を
最
高
に
女
子
二
人
を
含

む
七
十
七
人
で
す
。
 

激
励
会
で
は
、
入
隊
者
が

一

人

一
人
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
村

上
市
自
衛
隊
協
力
会
長
、
宮
崎

陸
上
自
衛
隊
第
三
十
九

連
隊
長

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
激
励
と
歓
迎
の

言
葉
を
述
べ
、
五
高
出
身
の
乗

田
幸
路
さ
ん
が
、
 
「国
家
防
衛
 
 

は
、
田
中
さ
ん
ら
十
人
の
仲
間

が
奉
仕
に
参
加
し
、
七
十
セ
ン

チ
ほ
ど
積
っ
た
屋
根
の
雪
を
半

日
が
か
り
で
お
ろ
し
喜
ば
れ
ま

し
た
。
 

ま
た
、
同
互
助
会
で
は
、
一
一

月
二
十
五
日
に
も
独
り
暮
し
の

市
内
東
町
長
尾
き
よ
さ
ん
宅
の
 

の
任
に
誠
心
誠
意
尽
し

た
い
」
 

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
激
励
会
で
は
、
入
隊
者

に
各
市
町
村
長
と
自
衛
隊
青
森

地
方
連
絡
部
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

記
念
品
が
贈
ら
れ
、
陸
上
自
衛

隊
音
楽
隊
の
演
奏
や
父
兄
を
交

え
て
の
懇
談
で
自
衛
隊
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
し
た
。
 
 

雪
お
ろ
し
を
奉
仕
し
ま
し
た
。
 

一
方
、
板
金
組
合
五
所
川
原

支
部
青
年
部
（
代
表
盛
祐
喜
雄

さ
ん
）
の
十
人
も
、
二
月
十
六

日
独
り
暮
し
の
市
内
東
雲
町
、
 

吉
町
ナ
ミ
さ
ん
宅
の
雪
お
ろ
し

を
奉
仕
し
ま
し
た
。
 

自
衛
 
官

一
般
二
士
 

（
男
）
募
集

中
 

中
学
校
卒
業

以
上
十
八
歳
か

ら
二
十
四
歳
ま

で
の
若
人
を
常

時
受
付
け
し
て

い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
 

市
窓
口
サ
ー
ビ

ス
課

（
。⑤
一
一

一
一
一
番
・
内
 

線
二
七
五
番
）
、
ま
た
は
自
衛

隊
五
所
川
原
募
集
事
務
所

（
。
 

⑤
二
三
〇
五
番
）

へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ

い
。
 

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
 

は
こ
れ
ま
で
、
市
内
の
勤
労
 

青
少
年
を
対
象
に
“
く
ら
 

し
と
趣
味
の
教
室
〉
を
開
  

J
 

講
し
て
来
ま
し
た
が
、
好
 

室
 

評
に
こ
た
え
て
昭
和
五
十
  

教
 

二
年
も
引
き
続
き
受
講
者
  

の
 

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

手
ほ
ど
き
す
る
こ
と
に
な
 

基
礎
課
程
か
ら
親
切
に
 

趣
 

シ
」
 

っ
て
い
ま
す
の
で
、
初
心
 

し
 

者
の
方
で
も
気
軽
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。
 

●

り
 

受
講
料
は
 
「無
料
」
で
 

ノ
、
 

す
。
 

【ー
 

O
募
集
教
室
 

1
 
き
も
の
着
付
け
教
室
 

2
 
料
理
教
室
 

3
 
生
け
花
教
室
 

4
 
写
真
教
室
 

。
申
込
期
間

三
月
十
五
日

（水
）
か

ら
四
月
十
日

（
金
）
ま
で
 

。
開
講
 

毎
週

一
回
。
毎
回
午
後

六
時
三
十
分
か
ら
午
後
九

時
ま
で
。
 

O
そ
の
他
 

各
教
室
の
日
程
や
詳
し

い
こ
と
は
、
市
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
（
。
④
三
六
〇

二
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
 

な
お
、
受
講
者
は
十
五

人
で
締
切
り
ま
す
の
で
、
 

早
目
に
申
し
込
ん
で
下
さ
 

受
講

者
を

募

る
 

5

絵
画
教
室
 

入
隊
者

の
門
出
を
祝
す
 

自
衛
隊
、
西
北
五
か
ら
七
十
七
人
 



二
月
一
日
か

ら
医
療

費
は
九
 

・

六
％
値
上
げ

さ
れ
ま
し
た
。
 

医
療
費
は
、

こ
ん
ど

の
よ
う

な
値
上
げ

の
ほ
か

に
、
自
然
増

と
い

つ
て
、
放
つ
て
お

い
て
も

毎
年
、
 
一
〇
％

く
ら
い

自
然
に

ふ
え
る
分
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
と
『
値
上
げ
分
を

合
わ

せ
て
、
医
療
費
は
こ
こ

四
、
五

年
、
年
率
二
〇
％

く
ら
い
の
割

合
で
増
大
し

て
い
ま
す
。
 

医
療
費
は

誰
が
負
担
す

る
か
 

ニ
月
一
日
か
ら
九

・
六
％
の
値
上
げ
 

な
ぜ
医
療
費
は
ふ
え

る
か
 

1
、
人
口
構
成
の
中
で
、

お
と

し
よ
り

の
占
め
る
割
合
が

急
速

に
ふ
え
て
い
る
こ

と
。
お
と
し

よ
り
は
、

む
ず
か
し

い
病
気
を

い
ろ
い
ろ
抱
え
て
い

る
の
で
、
 

ど
う
し

て
も
医

療
費
は
か

さ
み

ま
す
。
 

2
、
医
学
が

進
歩
し
、

高
度
の

検
査
や

治
療
法
が

必
要
に

な
っ

た
こ
と
。
 

3
、
生
活

水
準
が

向
上
し
、

お

医
者
さ
ん
に
か
か

る
人
が

ふ
え

る
等
が
原
因
と
考

え
ら
れ

ま
す
。
 

誰
が
負

担
す
る
か
 

い
っ
た
い
、

こ
ん
な
に
ふ
え

る
医
療
費
を

誰
が
負
担
す
る
の

で
し
ょ

う
か
。
 

医
療
費
の
三

割
は
、

お
医
者

さ
ん
に
か
か
っ

た
と
き
患
者
が

負
担
し
、

四
・
五

割
は
国
が
負

担
し
ま
す
。

そ
し

て
残
り
の
一
一
 

・

五
割
は
保
険

税
と
い
う
形
で

被
保
険
者

つ
ま
り
私

た
ち
自

身
が
負
担
し

な
け
れ
ば

な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

医
療
費
が

二
〇
％

ふ
え
れ
ば

私
た
ち

の
納
め
る

保
険
税
も
当

然
二
〇
％

ふ
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

医
療
費
が

ふ
え
れ
ば
、

そ
れ

に
つ
れ
て
私
た
ち

の
納
め
る
保

険
税
も

ふ
え
て
い
く
も

の
で
あ

る
こ
と
を
十
分
お
解
り
に
な
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば

幸

い
で
す
。
 

今
年
は
、
極
力
保

険
税

の
税

率
を
据
え
置

く
方
針
で

す
の
で

皆

さ
ん

も
健

康
な

家
庭
づ

く

り
に
心
が
け
、
私
た
ち

の
負
担

を
少
な
く
し
た
い
も
の
で
す
。
 

最
近
国
鉄
五

所
川

原
駅
構
内

の
線
路
を

横
切
る

人
が
急
に
増

え
、
列
車
事

故
が
心

配
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

と
く
に
、

駅
か
ら

鎌
谷
踏
切
間
の

北
部

土
地
改
良
区
事

務
所

付
近
の

線
路
を
横
断
 

し
、
駅
東
部
か

ら
駅
前
や

弥
生

町
に
出
て
く
る
人
が

著
し
く
目

立
ち

ま
す
。
 

線
路

の
横
断
は
、

危
険
で
あ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

列
車

の

思
わ
ぬ

事
故
を
起

こ
し
か
ね
ま

せ
ん

の
で
、

ぜ
ひ
踏
切
を
渡
る

よ
う
に
し

て
下
さ
い
。
 

（
国
鉄
五
所
川
原
駅
）
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県営住宅の入居者を募集 

広 田 団 地 

ロ所在地 五所川原市みどり町5 丁目30 

ロ募集戸数 80戸。 （うち一般住宅40戸、多家族住宅40戸。） 

ロ住宅構造・家賃等 

構 造 住宅別 間， 	取 	り 家 賃 敷 金 

中 層 一般住宅 
6 畳、 6畳、 	4.5畳、台所 
浴室、便所、物置 

18,000円位 
家賃の 3 
カ月 分 5 階建 

多家族住宅 
6 畳、 6 畳、 	4.5畳、LDK 
浴室、便所、物置 

19 ,00(〕円位 

ロ入居の資格 

~ 	（i）住宅に困っており、県内に住所、動務先のある方。 

' 	＠現在同居し、またはこれから同居しようとする親族のいる方。 （婚 

約中の方は、住宅の弓は渡しのときまで結婚していること。） 

③政令で定める基準の収入（月平均47,000円を超え、81,000円以下） 

のある方。 

④所得税‘県税を滞納していない方。 

⑤多家族住宅は、現在同居している家族が4 人以上いる方。 

ロ募集期間 

3 月 6 日～ 3 月25日まで。 

ロ選考方法 

申込書を審査し、適格者について公開抽せんします。 

ロ選考日・場所 

4 月13目・市民文化会館 

ロ入居予定日 

今年 5 月1日 

ロ申込み先 

五所川原土木事務所建築指導課（廿（I)2161番）、市窓口サービス課 

(i⑤2111番・内線 275番）ノ＼。 

（申込書用紙も備えてあります。） 

~ 

	

	なお、詳しくは、県建築住宅課住宅管理班（廿青森⑩1111番・内線43 

56番）にお間い合わせ下さい。 

、
 

広
報
紙
の
早
期
配

布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

危険ですノ線路は横切らないで 犬の飼い主は人に危害を与えないように 

ロ飼い犬は、人に危害を加えるおそれのないようにつない

でおかなければなりません。とくに土佐犬など大型犬はオリ、 

サクなどに入れて適正に管理して下さい。 

ロ飼育能力をこえた頭数を飼わないようにしましよう。 

ロ犬を引いて歩くときは、通行人などに危険を感じさせな

い方法で行い、犬の排池物は適当な用具を使ってィすみやか

に整理して下さい。 

ロ生後三カ月以上の犬は必らず登録し、鑑札を受け、狂犬病

の予防注射をすることが法律で定められています。 

(1）犬の登録をしないと 	狂犬病予防法第 4 条違反 

(2）犬に注射をうけさせないと…狂犬病予防法第 5 条違反 

（各 3 万円以下の罰金） 

(3）犬を放しておくと 	 県飼犬に関する条例第 3 条違 

反―1万円以下の罰金 

ロ飼い犬が人をかんだとき、飼い主は必らず保健所、 また

は市役所へ届けでなければなりません。 また、犬にかまれた

人も必らず届けて下さい。 
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